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(57)【要約】
【課題】吸収性物品と装着者の肌との擦れを低減するこ
とができるパッド型吸収性物品に関する。
【解決手段】本発明の一形態に係るパッド型吸収性物品
は、前後方向の両端部側に位置する前方コア部及び後方
コア部と、中間コア部とを有する吸収性コアを具備する
。上記中間コア部は、上記前方コア部及び上記後方コア
部の間に位置する。上記中間コア部は、上記前方コア部
及び上記後方コア部よりも前後方向に直交する幅方向の
長さが短い。上記中間コア部は、幅方向中央域に位置し
、上記前方コア部及び上記後方コア部よりも坪量が高い
高坪量部と、幅方向両側方域に位置し、上記高坪量部よ
り低い坪量を有する低坪量部と、を有する。上記高坪量
部は、幅方向中央部に位置する高坪量高厚み部と、上記
高坪量高厚み部の幅方向両側に位置する上記高坪量高厚
み部よりも厚みが薄い高坪量低厚み部と、を有する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前後方向の両端部側に位置する前方コア部及び後方コア部と、前記前方コア部及び前記
後方コア部の間に位置する中間コア部とを有する吸収性コアを具備するパッド型吸収性物
品であって、
　前記中間コア部は、前記前方コア部及び前記後方コア部よりも前後方向に直交する幅方
向の長さが短く、
　前記中間コア部は、幅方向中央域に位置し、前記前方コア部及び前記後方コア部よりも
坪量が高い高坪量部と、幅方向両側方域に位置し、前記高坪量部より低い坪量を有する低
坪量部と、を有し、
　前記高坪量部は、幅方向中央部に位置する高坪量高厚み部と、前記高坪量高厚み部の幅
方向両側に位置する前記高坪量高厚み部よりも厚みが薄い高坪量低厚み部と、を有する
　パッド型吸収性物品。
【請求項２】
　前記低坪量部の幅方向における寸法は、前記高坪量低厚み部の幅方向における寸法より
も大きい
　請求項１に記載のパッド型吸収性物品。
【請求項３】
　前記高坪量低厚み部は、前記中間コアの前後方向全長に亘って配置される
　請求項１又は２に記載のパッド型吸収性物品。
【請求項４】
　前記中間コア部は、前記高坪量低厚み部と前記低坪量部との間に前後方向に亘って前記
低坪量部よりも坪量の低い第１の溝部を有する
　請求項１から請求項３のうちいずれか1項に記載のパッド型吸収性物品。
【請求項５】
　前記吸収性コアは、前記中間コア部と前記後方コア部との境界に、前記低坪量部よりも
坪量が低い、前記第１の溝部と連通する第２の溝部を有する
　請求項１から請求項４のうちいずれか１項に記載のパッド型吸収性物品。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生理用ナプキン等のパッド型吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　高い吸収容量を求められる使い捨ておむつでは、吸収体に含まれる吸収性材料の総量を
多くする設計が一般的である。吸収材料の総量が多いと吸収体が硬くなるので、装着者の
股下部では脚周りに沿って括れた形状とすることで、着用違和感を減じる技術が採用され
ている（例えば、特許文献１）。
　これに対して、生理用ナプキン等のように、下着の内側に配して使用するタイプの、い
わゆるパッド型吸収性物品は、一般的に、要求される吸収容量がおむつほど多くないこと
から、吸収体がおむつほど硬くならないので、矩形状の吸収体が採用されることが多い。
例えば特許文献２には、前後方向にわたって等幅の形状の吸収性コアが開示されている。
この吸収性コアは、横漏れ防止の目的で、装着者の排泄部に対向する幅方向中央部に配さ
れた突出部の肌面にＶ字状の開口部を備え、該突出部の両側に高密度部を有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１３１２０６号公報
【特許文献２】特開２０１５－１１２２３５号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　生理期間中であっても、平日、休日を問わず、女性は非生理期間中と同様の活動をしな
ければならない機会が多い。生理用ナプキン等のパッド型吸収性物品が矩形状の吸収体を
備えていると、例えば長時間の装着時等に、鼠径部や排泄部に吸収性物品が擦れることに
よる不快感を装着者に与え、活発な活動の妨げになる場合がある。このため、吸収性物品
と肌の擦れを低減する技術が望まれている。
【０００５】
　本発明の課題は、吸収性物品と装着者の肌との擦れを低減することができるパッド型吸
収性物品に関する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一形態に係るパッド型吸収性物品は、前後方向の両端部側に位置する前方コア
部及び後方コア部と、中間コア部とを有する吸収性コアを具備する。
　上記中間コア部は、上記前方コア部及び上記後方コア部の間に位置する。
　上記中間コア部は、上記前方コア部及び上記後方コア部よりも前後方向に直交する幅方
向の長さが短い。
　上記中間コア部は、幅方向中央域に位置し、上記前方コア部及び上記後方コア部よりも
坪量が高い高坪量部と、幅方向両側方域に位置し、上記高坪量部より低い坪量を有する低
坪量部と、を有する。
　上記高坪量部は、幅方向中央部に位置する高坪量高厚み部と、上記高坪量高厚み部の幅
方向両側に位置する上記高坪量高厚み部よりも厚みが薄い高坪量低厚み部と、を有する。
【発明の効果】
【０００７】
　以上のように、本発明のパッド型吸収性物品によれば、ナプキンと肌の擦れを低減する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施形態に係るパッド型吸収性物品の平面図である。
【図２】図１のパッド型吸収性物品の一部を構成する吸収体の単体状態における概略平面
図である。
【図３】図２の吸収体を、吸収性コアに設けられる周縁溝部の直線部を通るIII－III線で
切断した模式断面図であって、吸収性コアとコアラップシートとの関係を概念的に示す図
である。
【図４】図２の吸収体の一部を構成する吸収性コアを示す平面図である。
【図５】吸収性コアの中間コア部の幅方向中央部に位置する高坪量部の幅方向両側部を圧
縮して高坪量低厚み部を形成する方法を説明するための説明図であり、本図では中間コア
部の断面が模式的に図示され溝部の図示が省略されている。
【図６】本発明の他の実施形態に係る図３相当の図面である。
【図７】比較例としての吸収性コアを示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　［ナプキンの全体構成］
　以下、各図において、Ｘ軸方向がパッド型吸収性物品（以下、吸収性物品と称する場合
もある。）１の前後方向、Ｙ軸方向が幅方向、Ｚ軸方向が上下方向（厚み方向）にそれぞ
れ対応する。Ｘ軸、Ｙ軸及びＺ軸は互いに直交する。本明細書では、Ｚ軸方向に関して、
吸収性物品１が装着されたときに、装着者の肌に近い方を上側、肌から遠い方を下側とす
る。
　本実施形態の吸収性物品１は、生理用ナプキンとして構成され、以下、ナプキン１０と
称する。
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【００１０】
　図１に示すように、ナプキン１０は、本体Ｍと、一対のウイング部Ｗと、一対の後方フ
ラップ部Ｆと、を備える。
　本体Ｍは、前後方向Ｘに延び、装着時に装着者の下着の内面（被装着面）に固定される
。本体Ｍは、吸収体１１を有しており、装着者の経血等の液状物（以下、「液」とも称す
る）を吸収する機能を有する。
　本体Ｍは、前後方向Ｘに沿って区分された、前方領域Ｍ１と、中間領域Ｍ２と、後方領
域Ｍ３とを有する。
　前方領域Ｍ１は、中間領域Ｍ２の前方（装着者の腹側）に配置される領域であり、装着
時に装着者の排泄部の前方に対向するように構成される。
　中間領域Ｍ２は、装着時に装着者の排泄部に対向するように構成される。なお、中間領
域Ｍ２は、図示のように本体Ｍの前方寄りに位置してもよいし、本体Ｍの中央部に位置し
てもよい。
　後方領域Ｍ３は、中間領域Ｍ２の後方（装着者の背側）に配置される領域であり、装着
時に装着者の排泄部の後方に対向するように構成される。
【００１１】
　ウイング部Ｗは、中間領域Ｍ２から幅方向Ｙの外側に大きく突出するように構成される
。
　後方フラップ部Ｆは、後方領域Ｍ３から幅方向Ｙの外方に膨出するように構成される。
　なお、ナプキン１０は、ウイング部Ｗ、及び後方フラップ部Ｆのうちの少なくとも一つ
を有さなくてもよい。
【００１２】
　［ナプキンの各部の構成］
　図１に示すように、ナプキン１０は、吸収体１１と、表面シート１２と、図示しない裏
面シートと、一対のサイドシート１４と、圧搾溝部１６と、を備える。本体Ｍにおいて、
ナプキン１０は、裏面シート、吸収体１１及び表面シート１２が積層された構成を有する
。ナプキン１０は、装着時に表面シート１２の肌対向面１２ａが装着者の肌に接するよう
に構成される。
【００１３】
　吸収体１１は、Ｘ軸方向に前後方向を有し、ナプキン１０の厚み方向中央部に配置され
る。吸収体１１は、液を表面シート１２側の面から吸収し、内部で拡散させて当該液を保
持する。吸収体１１については、後述する。
　表面シート１２は、液透過性のシート材として構成され、吸収体１１上に配置される。
表面シート１２は、本体Ｍにおいてナプキン１０の厚み方向上方の外面を構成する。
　裏面シートは、吸収体１１を挟んで表面シート１２と厚み方向に対向して配置される。
裏面シートは、ナプキン１０の厚み方向下方の外面を構成する。裏面シートは、例えば周
縁部において、表面シート１２及びサイドシート１４と接着剤、熱シール等によって接合
される。
　一対のサイドシート１４は、表面シート１２を挟んで幅方向Ｙに相互に対向し、ナプキ
ン１０の幅方向周縁に配置される。
　圧搾溝部１６は、吸収体１１及び表面シート１２を圧搾加工することによって形成され
た線状溝として構成される。
【００１４】
　（吸収体の基本構成）
　図３に示すように、吸収体１１は、吸収性コア２０と、コアラップシート３０と、を有
する。
　吸収性コア２０は、液を吸収及び保持する機能を有する。吸収性コア２０は、例えば、
パルプ繊維等の親水性繊維で構成された繊維集合体で形成されてもよいし、当該繊維集合
体に吸水性ポリマーを保持させた構成を有していてもよい。以下、吸収性コア２０を構成
する部材を吸収部材と称する。
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　図２及び図３に示すように、コアラップシート３０は、吸収性コア２０の表裏を被覆す
るように、吸収性コア２０の幅方向Ｙに巻き付けられる。コアラップシート３０のＸ軸方
向に沿った長さは、吸収性コア２０の前後方向Ｘの長さ（全長）と同等に形成されるが、
これに限られず、吸収性コア２０の全長よりも長くてもよいし短くてもよい。
　コアラップシート３０は、吸収性コア２０を被覆し、例えば吸収性コア２０の形状を保
持する機能等を有する。コアラップシートは、例えばティッシュペーパーのような薄く柔
らかい紙や液透過性の不織布等で形成される。コアラップシート３０は、１枚のシート材
で構成されてもよいし、複数のシート材で構成されてもよい。コアラップシート３０は、
例えば所定のパターンに塗工された接着剤等によって、表面シート１２及び裏面シート１
３に接合されてもよい。
【００１５】
　（吸収性コアの構成）
　図４に示すように、吸収性コア２０は、前方領域Ｍ１に位置する前方コア部２１と、中
間領域Ｍ２に位置する中間コア部２２と、後方領域Ｍ３に位置する後方コア部２３とを有
する。前方コア部２１及び後方コア部２３は、吸収性コア２０の前後方向Ｘの両端部側に
位置し、中間コア部２２は、前方コア部２１と後方コア部２３との間に位置する。中間コ
ア部２２は、前方領域Ｍ１の後方側から中間領域Ｍ２を介して後方領域Ｍ３の前方側まで
及んでいる。吸収性コア２０は、幅方向Ｙにおいて左右対称な平面形状を有する。
【００１６】
　図４には、前方コア部２１、中間コア部２２、及び後方コア部２３の幅方向Ｙの寸法で
ある幅Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３が示されている。中間コア部２２の幅Ｄ２は、前方コア部２１の
幅Ｄ１及び後方コア部２３の幅Ｄ３の双方よりも短い。つまり、吸収性コア２０は、前後
方向Ｘ中間部に、一対の括れ領域２２ｓの間に形成された、前方コア部２１及び後方コア
部２３よりも幅狭の中間コア部２２を有する。
【００１７】
　本実施形態では、前方コア部２１の幅Ｄ１と後方コア部２３の幅Ｄ３とが同一である。
しかし、前方コア部２１の幅Ｄ１と後方コア部２３の幅Ｄ３とが異なっていてもよい。ま
た、前方コア部２１、中間コア部２２及び後方コア部２３の幅は、それぞれ均一でなくて
もよい。この場合、前方コア部２１及び後方コア部２３各々の幅方向Ｙの最大寸法をそれ
ぞれ幅Ｄ１及びＤ３とし、中間コア部２２の幅方向Ｙの最小寸法をＤ２とすることができ
る。
【００１８】
　中間コア部２２は、ナプキン１０の装着時に装着者の排泄部である膣口に対向配置され
る排泄部対向部である。前方コア部２１は中間コア部２２よりも装着者の前側（腹側）寄
りに配され、後方コア部２３は中間コア部２２よりも装着者の後側（背中側）寄りに配さ
れる。
【００１９】
　図４に示すように、前方コア部２１は後端にテーパ部２１ａを有し、後方コア部２３は
前端にテーパ部２３ａを有する。テーパ部２１ａ（２３ａ）は、前方コア部２１（後方コ
ア部２３）の幅を中間コア部２２に向けて減少させる。括れ領域２２ｓは、中間コア部２
２の幅方向Ｙ両縁部と、テーパ部２１ａ、２３ａとの間に形成された空間部に相当する。
【００２０】
　吸収性コア２０の肌対向面２０ａ側には複数の溝部が設けられている。
　具体的には、前方コア部２１、中間コア部２２及び後方コア部２３には、縦溝部２７及
び横溝部２８が設けられ、そのうえ中間コア部２２には周縁溝部２９が設けられている。
　更に、前方コア部２１と中間コア部２２との間の境界部Ｐ１には境界溝部６０が設けら
れ、中間コア部２２と後方コア部２３との間の境界部Ｐ２には境界溝部６１が設けられて
いる。境界部Ｐ１及び境界部Ｐ２は、それぞれ吸収性コア２０を幅方向Ｙに横切るように
位置する。
　尚、境界部Ｐ１とは前方コア部２１及び中間コア部２２の間のいずれにも属さない部分
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をいい、境界部Ｐ２とは後方コア部２３及び中間コア部２２の間のいずれにも属さない部
分をいう。
【００２１】
　吸収性コア２０は、相対的に吸収部材の坪量が低い低坪量の縦溝部２７、横溝部２８、
周縁溝部２９、境界溝部６０及び６１によりブロック状に複数分割されている。これら溝
部は、ブロック状に分割されてなるブロック部に対して、厚み方向の上面（装着者の肌側
に位置する面）から下方に向かって沈み込むように構成される。一方、ブロック部は、厚
み方向上方に突出するように構成される。
【００２２】
　吸収性コア２０において、溝部が形成されている領域、すなわち溝部を形成する底部は
、溝部が形成されていないブロック部の領域と比較して、相対的に厚みが薄くなっている
。溝部を形成する底部は、ブロック部と比較して、相対的に坪量が低くなっており、溝部
の底部は、ブロック部と比較して剛性が低くなる。したがって、吸収性コア２０に対して
外力が加わったとき、溝部を変形起点として吸収性コア２０は変形しやすくなっている。
　以下の説明において、前方コア部２１、中間コア部２２及び後方コア部２３の坪量は、
各溝部２７，２８，２９，６０，６１を除くブロック部分の坪量をいうものとする。
【００２３】
　縦溝部２７は、前後方向Ｘに沿って延び、幅方向Ｙに沿って間隔をあけて複数配列され
ている。縦溝部２７は、前方コア部２１、中間コア部２２及び後方コア部２３のそれぞれ
を幅方向Ｙに分割するように、前後方向Ｘの全長にわたって形成されている。
　横溝部２８は、幅方向Ｙに沿って延び、前後方向Ｘに沿って間隔をあけて配列されてい
る。横溝部２８は、前方コア部２１、中間コア部２２及び後方コア部２３のそれぞれを前
後方向Ｘに分割するように、幅方向Ｙの全長にわたって形成されている。なお、本実施形
態では、境界部Ｐ１，Ｐ２に形成される境界溝部６０及び６１は横溝部２８に含めない。
境界溝部６０及び６１の前後方向Ｘにおける長さである溝幅は、横溝部２８よりも広くな
っている。
　周縁溝部２９は、後述する高坪量部４の前後方向Ｘ外縁に沿って形成されている。
　なお、縦溝部２７、横溝部２８及び周縁溝部２９の形状や配置などの構成は、図４に記
載された構成に限定されず、吸収性コア２０の形状や要求される機能等に基づいて適宜設
定される。
【００２４】
　このように、低坪量で変形しやすい縦溝部２７、横溝部２８、周縁溝部２９、境界溝部
６０及び６１を設けることで、吸収性コア２０の柔軟性を高めて、装着性の向上を図るこ
とができる。また、溝部を設けることにより溝の空間に排泄された液を素早く引き込み、
吸収性コア２０内に取り込むことができ、液吸収速度を高めることができる。また、吸収
性コア２０が複数のブロック部に区画されることで、吸収性コア２０の表面積を高め、液
を効率よく吸収し保持することができる。
【００２５】
　（中間コア部の構成）
　図３及び図４に示すように、中間コア部２２は、吸収部材の坪量が高い高坪量部４と、
高坪量部４よりも低い坪量を有する低坪量部２５を有する。高坪量部４は、前方コア部２
１及び後方コア部２３よりも坪量が高い。
　高坪量部４は中間コア部２２の幅方向中央域６５に位置し、前後方向Ｘに延在して設け
られる。低坪量部２５は、中間コア部２２の幅方向両側方域６６、６６に前後方向Ｘに延
在して位置する。低坪量部２５は、前後方向Ｘに延在して高坪量部４を間に介して幅方向
Ｙに沿って対向して左右に一対位置する。低坪量部２５は、高坪量高厚み部４１の上面よ
りも下方に位置している。なお、吸収性コア２０において、高坪量部４の幅方向長さが最
も大きい部分を通る、縦方向Ｘに平行な仮想線を引いたときに、該仮想線より幅方向Ｙの
内側が中央域６５であり、外側が側方域６６である。当該「高坪量部４の幅方向長さが最
も大きい部分」は、着用者の鼠蹊部へのフィット性を考慮すると、中間コア部２２の縦方



(7) JP 2020-36743 A 2020.3.12

10

20

30

40

50

向の中央部に存在することが好ましい。
【００２６】
　高坪量部４は、高坪量高厚み部４１と、高坪量低厚み部４２と、を有する。高坪量高厚
み部４１は、幅方向中央部に位置する。高坪量低厚み部４２は、高坪量高厚み部４１の幅
方向両側に、高坪量高厚み部４１を間に介して幅方向Ｙに沿って対向して一対位置する。
　高坪量高厚み部４１及び高坪量低厚み部４２は、吸収性コア２０の前後方向Ｘに沿った
括れ領域２２ｓが設けられる領域の中で、最も幅が狭くなる中間コア部２２の前後方向全
長に亘って延在して設けられる。
　ナプキン１０では、中間コア部２２において、幅方向中央に位置する縦溝部２７ｃを対
称軸として左右対称に、高坪量高厚み部４１、高坪量低厚み部４２、周縁溝部２９、低坪
量部２５は配置される。
　高坪量部４は、ナプキン１０の装着時に装着者の排泄部に対向するように配置される。
　図４では、低坪量部２５を密度が粗のドットパターンで示し、高坪量部４を低坪量部２
５のドットパターンよりも密度が密のドットパターンで示している。更に、高坪量部４に
おいて、高坪量低厚み部４２のドットパターンの密度を、高坪量高厚み部４１よりも密に
して示している。
【００２７】
　高坪量低厚み部４２の坪量は、高坪量高厚み部４１の坪量と等しい。ただし、高坪量高
厚み部４１と高坪量低厚み部４２の坪量は完全に同じである必要はなく、吸収性能の観点
から、坪量の高い方と坪量の低い方の差を坪量の高い方で除した値が２０％以内であるこ
とが好ましく、１０％以内であることがより好ましい。高坪量低厚み部４２は高坪量高厚
み部４１よりも吸収部材の密度が高く、高密度となっている。高坪量低厚み部４２の厚み
は、高坪量高厚み部４１よりも薄く、低坪量部２５と同等である。高坪量低厚み部４２は
、高坪量高厚み部４１と低坪量部２５との間に位置する。
　中間コア部２２では、高坪量低厚み部４２が最も剛性が高く、次に高坪量高厚み部４１
が高く、低坪量部２５が最も低い。
【００２８】
　図３に示すように、高坪量部４のうち高坪量高厚み部４１は、低坪量部２５及び高坪量
低厚み部４２よりも厚く形成され、厚み方向上方（表面シート１２側）に突出する。これ
により、高坪量高厚み部４１に対応するナプキン１０の中間領域Ｍ２の中央部と装着者の
排泄部との間の良好なフィット性が確保される。
【００２９】
　本明細書では、吸収性コア２０において、高坪量部４より幅方向Ｙの外側に位置する部
分を、側方部４４と称する。したがって、本実施形態では、吸収性コア２０において低坪
量部２５及び周縁溝部２９の直線部２９１の双方を含む部分が側方部４４となっている。
図４に示すように、平面視したときに、側方部４４は、前後方向Ｘに延びる細長い形状を
有し、高坪量部４を間に介して幅方向Ｙに対向して一対位置する。一対の側方部４４は、
高坪量部４の幅方向Ｙ両側に高坪量部４に接してそれぞれ位置し、高坪量部４よりも坪量
が低い領域である。
　側方部４４の前後方向Ｘの中間部は前後方向Ｘに沿って幅が均一である。
　高坪量部４は、その幅が、前方部及び後方部で、それぞれ、前方コア部２１及び後方コ
ア部２３に向かって漸次減少する略半円形状となっており、側方部４の前方部及び後方部
は、このような略半円形状となっている高坪量部４に沿って配置される。これにより、側
方部４４の前方部及び後方部の幅は、側方部４４の前後方向Ｘの中間部から前後両端部に
向かって、漸次増加する形状となっている。
【００３０】
　ここで、吸収性コア２０の周縁溝部２９の直線部２９１が存在する領域で幅方向Ｙに沿
った第１の仮想直線をひく。第１の仮想直線上において、高坪量部４が位置する領域が中
間コア部２２における中央域６５であり、高坪量部４の両側にある一対の側方部４４が位
置する領域が側方域６６である。中央域６５と側方域６６との境界は前後方向Ｘに沿って
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直線状に延びている。
　吸収性コア２０の周縁溝部２９の湾曲部２９２が存在する領域で幅方向Ｙに沿った第２
の仮想直線をひく。第２の仮想直線上において、中央域６５には高坪量部４の他、側方部
４４の一部が位置し、中央域６５と側方域６６との境界は、高坪量部４と側方部４４との
境界と一致しない。
【００３１】
　本実施形態において、図３に示すように、高坪量高厚み部４１の幅ａ、高坪量低厚み部
４２の幅ｂ、低坪量部２５の幅ｃ、周縁溝部２９の幅ｅは、それぞれ、上述の第１の仮想
直線上に位置する、高坪量高厚み部４１、高坪量低厚み部４２、低坪量部２５、周縁溝部
２９の幅方向Ｙにおける幅長さを示す。側方部４４の幅ｆは、上述の第１の仮想直線上に
位置する側方部４４の幅方向Ｙにおける幅長さを示し、低坪量部２５の幅ｃと周縁溝部２
９の幅ｅをあわせたものに相当する。括れ領域２２ｓを覆う括れ被覆部３４は第１の仮想
直線上に位置し、括れ被覆部３４の幅ｄは、括れ被覆部３４の幅方向Ｙにおける幅長さを
示す。なお、周縁溝部２９が存在しない場合には、低坪量部２５の幅ｃは、側方部４４の
幅寸法ｆと同じである。
　図３に示すように、ナプキン１０の吸収性コア１１では、高坪量低厚み部４２の幅方向
Ｙにおける寸法ｂは、側方部４４の幅方向Ｙにおける寸法ｆよりも小さくなっている。
【００３２】
　高坪量部４に高密度の高坪量低厚み部４２を設ける方法は特に限定されない。例えば、
図５に示すようにプレス加工を用いて高坪量低厚み部４２を形成することができる。
　図５（Ａ）に示すように、プレス加工前の吸収性コア２０´の中間コア部は、幅方向中
央域６５に配置される坪量の高い高坪量部４´と、幅方向両側方域６６に配置される高坪
量部４´よりも坪量の低い低坪量部２５とを有する。
　吸収性コア２０´はコアラップシート（図示せず）で被覆され、周面の一部に凹部５３
を備えたプレスロール５０と周面が平滑なフラットロール５１とを備えたプレス装置の両
ロール間に導入される。これにより、図５（Ｂ）に示すように、高坪量部４´の幅方向Ｙ
両側部は強く加圧され、圧縮されて、高坪量低厚み部４２が形成される。加圧の際、両側
方域６６に配置される低坪量部２５は加圧されることがないように、プレスロール５０と
フラットロール５１との間隔は設定される。また、高坪量部４´のうち、プレスロール５
０の凹部５３に対応する領域は加圧されないように、凹部５３の深さは設定される。
　このように、高坪量部４´を局所的に圧縮することにより、高坪量高厚み部４１と高坪
量低厚み部４２とを有する高坪量部４が形成される。
【００３３】
　中間コア部２２には、周縁溝部２９と、１つの縦溝部２７ｃと、４つの横溝部２８が設
けられている。ここでは、他のコア部に設けられる縦溝部２７と区別するために中間コア
部２２に位置する縦溝部を縦溝部２７ｃと称して説明するが、特に区別する必要がない場
合は、単に縦溝部２７と称する。
【００３４】
　図４に示すように、第１の溝部としての周縁溝部２９は、高坪量部４の少なくとも前後
方向Ｘの周囲を囲むように、高坪量部４と低坪量部２５の間に形成される。周縁溝部２９
は、高坪量低厚み部４２の側縁に沿って設けられる。低坪量部２５は、間に周縁溝部２９
を介して高坪量部４の側縁に沿って設けられる。周縁溝部２９は、低坪量部２５よりも坪
量が低い。
　周縁溝部２９は、前後方向Ｘに亘って設けられ、前後方向Ｘに沿って延在する直線部２
９１と当該直線部２９１と連通し湾曲する湾曲部２９２とを有する。湾曲部２９２は、高
坪量部４の前端部４５及び後端部４６を概ね半円形状とする。尚、半円形状に限定されず
、三角形状、台形状、あるいは円弧と直線との組み合わせ形状等、面内に作用する外力を
分散できる形状であることが望ましい。
　周縁溝部２９は、中間コア部２２と後方コア部２３（前方コア部２１と中間コア部２２
）との境界部Ｐ２（Ｐ１）に設けられる幅方向Ｙに沿って延在する第２の溝部としての境
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界溝部６１（６０）に連通する。
　前後方向Ｘに延びる高坪量部４の後端部４６と境界溝部６１とは隣接し、高坪量部４の
前端部４５と境界溝部６０とは隣接している。
　また、高坪量部４の前端部及び後端部には高坪量低厚み部４２は存在しない。中間コア
部２２における高坪量部４の高坪量低厚み部４２が存在しない領域に対応する前後方向領
域で、低坪量部２５の幅は、低坪量部２５の前後方向Ｘの中間部から両端部に向かって、
漸次増加する。
【００３５】
　縦溝部２７ｃは、中間コア部２２の幅方向Ｙ中央であって、高坪量高厚み部４１の幅方
向Ｙ中央に位置し、前方コア部２１及び後方コア部２３それぞれの幅方向Ｙ中央に位置す
る縦溝部２７と同一直線上に位置し、互いに連通している。
　中間コア部２２に設けられる４つの横溝部２８は、幅方向Ｙに沿って中間コア部２２を
横切るように等間隔で互いに平行に配置される。横溝部２８は、周縁溝部２９の直線部２
９１と直交するように配置される。
【００３６】
　（コアラップシートの構成）
　コアラップシート３０は、図２に示すように、吸収性コア２０の各部を被覆するコア被
覆部（３１～３３）と、吸収性コア２０の一対の括れ領域２２ｓを被覆する一対の括れ被
覆部３４とを有する。
　コア被覆部は、前方コア部２１を被覆する前方コア被覆部３１と、中間コア部２２を被
覆する中間コア被覆部３２と、後方コア部２３を被覆する後方コア被覆部３３とを含む。
図２には、各々のコア被覆部３１～３３と括れ被覆部３４との境界が一点鎖線で示される
。
【００３７】
　コアラップシート３０は、吸収性コア２０よりも剛性が十分に低いシート材で構成され
ているため、吸収性コア２０の形状に対応する形状で吸収性コア２０を被覆する。例えば
、中間コア被覆部３２は、図３に示すように、中間コア部２２の表面２０ａの突出部（高
坪量部４）の形状に対応する形状に変形する。
【００３８】
　一方、括れ被覆部３４は、前方コア部２１及び後方コア部２３の間に架け渡されること
で、中間コア部２２の外縁部から括れ領域２２ｓに延出している。このため、括れ被覆部
３４は、前後方向Ｘに一定の張力を付与された状態で括れ領域２２ｓに対応する形状に維
持される。
【００３９】
　括れ被覆部３４の内部には、図３に示すように吸収性コア２０を構成する吸収部材は存
在しないが、吸収性コア２０の周縁から外方へ突出した繊維や、吸収性コア２０から分離
した吸収部材の一部が部分的に存在してもよい。なお、括れ被覆部３４は、図３では、厚
み方向Ｚに吸収性コアの低坪量部２５と同等の厚みを有するように描かれているが、吸収
性物品内では、厚み方向の空間は殆どなく、好ましくは表面領域３４１と裏面領域３４２
とは接するようになっている。
【００４０】
　［本実施形態の作用、効果］
　中間コア部２２の幅が狭く全体的に括れ形状を有する吸収性コア２０が用いられること
により、ナプキン１０において、本体Ｍのうち括れ領域２２ｓを含む領域は、吸収性コア
２０を含む領域よりも低い剛性を有し、柔らかい。従って、装着時、ナプキン１０の中間
領域Ｍ２は、幅方向Ｙ外側にある装着者の両脚から幅方向Ｙ内側に向かう外力を受ける領
域であるが、この領域は低い剛性を有し、柔らかいため、鼠径部とナプキン１０との擦れ
が低減される。これにより、快適な使用感を装着者に与えることができる。
【００４１】
　また、吸収性コア２０は、中間コア部２２において、幅方向Ｙ中央に高坪量部４が設け
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られ、その両側に低坪量部２５が設けられている。
　そして、高坪量部４は、幅方向Ｙ中央に高坪量高厚み部４１と、高坪量厚み部４１と低
坪量部２５との間に、高坪量高厚み部４１より厚みが薄い一対の高坪量低厚み部４２を有
する。高坪量低厚み部４２は、低坪量部２５に加えられた大腿部からの力を高坪量高厚み
部４１に伝播し難くする。このため、高坪量部高厚み部４１が不要な変形をし難くなるの
で、装着者の排泄部へ高坪量高厚み部４１が密着し易くなり、フィット性が向上する。更
に、排泄部と対向する領域及びその周辺である中間コア部２２における変形は、局所的に
高い剛性を生じることにより、装着者の肌との強い擦れ感を招くおそれがあるが、括れ領
域２２ｓの存在によって、低坪量部２５及び高坪量低厚み部４２の変形も抑制されている
ので擦れ感が低減される。
　また、本発明の構成は、吸収性能へも良好な影響を与える。高坪量低厚み部４２の存在
によって、高坪量部高厚み部４１が不要な変形をし難くなることにより、装着者の排泄部
へ高坪量高厚み部４１が密着し易くなる。排泄部から排出された体液を吸収性コア２０内
部へ引き込み易くなるので、高坪量部４が多くの体液を保持し易くなり、括れ部において
体液の横漏れが抑制されうる。
【００４２】
　加えて、高坪量低厚み部４２は、高坪量高厚み部４１と比較して、吸収部材が密に構成
されており、液を引き抜く力に優れる。吸収性コア２０は肌面側からの液を引き抜く作用
を有しており、この液を引き抜く力は、吸収性コア２０の毛管力によって生じ、毛管力は
吸収性コアを構成する吸収部材の密度に比例して強くなる。つまり、高密度の高坪量低厚
み部４２を設けることにより、毛管力が働き、肌面側から液が引き抜かれやすく、引き抜
かれた液が吸収性コアの側縁へ到達することが抑制される。しかも、上述した括れ領域２
２ｓの機能によって、高坪量低厚み部４２の変形も抑制されているので、着用中に高坪量
低厚み部４２で保持された体液が低坪量部２５側へ押し出されることも抑制できる。
　更に、圧縮された高密度の高坪量低厚み部４２が幅狭の中間コア部２２の全長に亘って
前後方向Ｘに亘って延在して設けられているので、高坪量低厚み部４２で吸収された液が
前後方向Ｘに拡散するように液の拡散方向が誘導され、横漏れが一層抑制される。このよ
うに、排泄部対向部となる中間コア部２２の幅が狭い形態であっても、高密度の高坪量低
厚み部４２が設けられることにより、横漏れが抑制される。
【００４３】
　また、装着時、吸収体１１では、幅方向Ｙ外側にある装着者の両脚から幅方向Ｙ内側に
向かう外力を受けると、典型的には、図３に示すように、括れ領域２２ｓに対応する吸収
性コア２０が存在しない剛性の低い括れ被覆部３４が先に変形し、その後低坪量部２５が
変形する。
　このように吸収性コアに括れ領域２２ｓを設けることにより、装着時に中間コア部２２
に加わる外力を、前後方向Ｘに亘って等幅に形成された括れ領域のない吸収性コアを用い
る場合と比較して、低減することができる。これにより、中間コア部２２の変形が抑制さ
れ、変形による液漏れの発生が抑制される。また、中間コア部２２の変形が抑制されるこ
とにより、中間コア部の変形が後方コア部に伝播することによる後方コア部の変形の発生
も抑制されるので、後方コア部の変形による液漏れが抑制される。
【００４４】
　ナプキン１０では、高坪量高厚み部４１は、中間コア部２２の全長にわたって肌方向に
向かって突出して形成される。これにより、ナプキン１の装着時において、高坪量高厚み
部４１と排泄部との間の良好なフィット感を確保することができる。
【００４５】
　以上のように、本実施形態の吸収性物品は、鼠径部とナプキンとの擦れが低減され、ご
わつき感が低減された快適な使用感を装着者に与えることができ、更に、排泄部へのフィ
ット性が高く、横洩れしにくい液吸収性能に優れたものとなっている。
【００４６】
　また、図３に示すように、ナプキン１０においては、高坪量低厚み部４２の幅方向Ｙに
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おける幅ｂは、側方部の幅ｆよりも小さいことが好ましい。また、高坪量低厚み部４２の
幅方向Ｙにおける寸法ｂは、低坪量部２５の幅ｃより小さいことが好ましい。これらの関
係は、中間コア部２２の前後方向Ｘにおける全長の１／２の長さで満たしていれば良いが
、側方域６６が存在する前後方向Ｘの部分で満たしていることが好ましく、更に中間コア
部２２の前後方向Ｘの全長に亘って満たしていることが好ましい。
　これにより、中間コア部２２において最も剛性の高くなる高坪量低厚み部４２の、中間
コア部２２の幅方向Ｙで占める割合を相対的に小さくすることができ、装着者の肌とナプ
キン１との擦れを低減させることができる。また、幅ｂを幅ｃ及び幅ｆの少なくとも一方
よりも小さくすることにより、中間コア部２２の幅方向Ｙの側縁部から、剛性の高い高坪
量低厚み部４２までの長さを長くとることができる。すなわち、剛性が低い側方部４４、
好ましくは側方域６６の幅を広くすることができるので、装着時、鼠径部とナプキン１と
の擦れが低減される。
【００４７】
　また、高坪量低厚み部４２の側縁に沿って、高坪量低厚み部４２と低坪量部２５との間
に、坪量の低い周縁溝部２９が設けられることにより、中間コア部２２の柔軟性が増す。
これにより、装着時にナプキン１が装着者の肌に接したときに吸収性コア２０が柔軟に変
化し、鼠蹊部での擦れが緩和される。
　また、低坪量部２５よりも低坪量で変形しやすい周縁溝部２９を設けることによって、
高坪量部４の周囲の変形が周縁溝部２９に吸収されるため、低坪量部２５の変形が高坪量
部４に伝わりにくくなる。すなわち、装着時、左右両脚側から受ける外力が周縁溝部２９
によって緩和され、高坪量部４へ伝播する外力がより低減する。したがって、高坪量部４
の変形が抑制され、液漏れが抑制される。
【００４８】
　また、境界溝部６０及び６１が設けられることにより、装着時、境界溝部６０及び６１
が屈曲点となってナプキン１が前後方向Ｘに折れ曲がりやすくなり装着者の体に沿って変
形しやすくなる。また、前後方向Ｘに亘って配置される周縁溝部２９の湾曲部２９２にお
いても、装着時、屈曲点となってナプキン１が折れ曲がりやすくなり装着者の体に沿って
変形しやすくなる。これにより、フィット性が向上し擦れが低減され、また、肌とナプキ
ン１との隙間が低減され、液漏れが抑制される。
　また、周縁溝部２９と境界溝部６１（６０）とは連通しているので、中間コア部２２に
作用する外力は周縁溝部２９を通って境界溝部６１（６０）で更に緩和されるので、中間
コア部２２での変形が後方コア部２３（前方コア部２１）に伝播しにくい。
　また、前方コア部２１及び後方コア部２３それぞれで生じる変形は、境界溝部６０及び
６１で緩和されて中間コア部２２に伝播しにくくなるため、高坪量部４における変形を効
果的に抑制することができる。
【００４９】
　また、中間コア部２２に横溝部２８及び周縁溝部２９が設けられることにより、低坪量
部２５が複数のブロックに区画され、ブロック単位で変形領域を閉じ込める一定の効果が
得られる。これにより、外力の高坪量部４への伝播が抑制され、高坪量部４の変形防止効
果をさらに高めることができる。
【００５０】
　また、図４に示すように、中間コア部２２の低坪量部２５には坪量がブロック部よりも
低い縦溝部２７が存在していない。換言すると、中間コア部２２の低坪量部２５には当該
低坪量部２５を幅方向Ｙに分割する縦溝部２７が存在していない。そして、低坪量部２５
の前方及び後方には、それぞれ、前方コア部の縦溝部２７と後方コア部の縦溝部２７が存
在している。この構成によって、中間コア部２２の低坪量部２５の吸収容量を維持しつつ
、前後コア部の縦溝部２７によって鼠蹊部からの加重を前後コア部へ逃がすことが可能と
なり、高坪量部４の予期せぬ変形を一層抑制可能としている。
【００５１】
　また、図４に示すように、高坪量部４の幅が、前後で漸次狭くなる形状となっていると
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、大腿部から低坪量部２５に加わった力が中間コア部２２の前後部へと逃げやすくなる。
したがって、中間コア部２２に異常に強い力が加わっても、中間コア部２２の変形を抑制
し易くなる。更に、高坪量部４では、その前端部及び後端部で高坪量低厚み部４２が存在
せず、高坪量高厚み部４１のみ存在していると、低坪量部２５の幅が、低坪量部２５の前
後方向Ｘの中間部から両端部に向かって漸次増加するので、当該効果を一層得られ易くな
る。
【００５２】
　［本実施形態の追加説明］
　以下、本実施形態の説明を補足する。
　各構成の数値例について説明するが、これら数値は一例であり、ここに記載する数値に
限定されない。
　（各構成の数値例）
　前方コア部２１及び後方コア部２３の幅Ｄ１，Ｄ３は、生理用ナプキンの場合、好まし
くは６０ｍｍ以上であり、更に好ましくは７０ｍｍ以上であり、そして、好ましくは１０
０ｍｍ以下であり、更に好ましくは９０ｍｍ以下である。
　前方コア部２１及び後方コア部２３の厚みは、好ましくは１．５ｍｍ以上であり、更に
好ましくは２ｍｍ以上であり、そして、好ましくは６ｍｍ以下であり、更に好ましくは５
．５ｍｍ以下である。前方コア部２１及び後方コア部２３の坪量は、好ましくは９０ｇ／
ｍ２以上であり、更に好ましくは１００ｇ／ｍ２以上であり、そして、好ましくは３５０
ｇ／ｍ２以下であり、更に好ましくは３００ｇ／ｍ２以下である。
　中間コア部２２の幅Ｄ２は、典型的には一般的な装着者の股間幅（約３０ｍｍ）よりも
大きく形成され、好ましくは３５ｍｍ以上であり、更に好ましくは４０ｍｍ以上であり、
そして、好ましくは７５ｍｍ以下であり、更に好ましくは７０ｍｍ以下である。これによ
り、装着者の脚等により付加される幅方向Ｙ内方へ向かう外力の影響を受けにくくなると
ともに、幅方向Ｙの装着位置ずれにも対応可能となり、装着者に対して安心感を与えるこ
とができる。
　中間コア部２２の前後方向Ｘの長さは、例えば、好ましくは６０ｍｍ以上であり、更に
好ましくは８０ｍｍ以上であり、そして、好ましくは１８０ｍｍ以下、更に好ましくは１
７０ｍｍ以下である。これにより、前後方向Ｘの装着位置ずれ等があった場合にも、中間
コア部２２を装着者の排泄部に対向させることができる。
【００５３】
　以下、高坪量部４の幅、高坪量部高厚み部４１の幅、高坪量低厚み部４２の幅、低坪量
部２５の幅は、高坪量部４の幅が前後方向Ｘに関して均一でない場合には、高坪量部４の
幅が最も大きい部分において、幅方向Ｙに仮想線を引いた箇所における幅である。
　中間コア部２２の幅方向中央域に配される高坪量部４の幅は、好ましくは１５ｍｍ以上
であり、更に好ましくは２０ｍｍ以上であり、そして、好ましくは６０ｍｍ以下であり、
更に好ましくは５０ｍｍ以下である。当該幅をこのような範囲とすることで、十分な吸収
量を確保することができる。
　高坪量部４は、その両側部が圧縮されることによって局所的に厚みが減じられた高坪量
低厚み部４２を有する。このように厚みが減じられることにより、装着時のごわつき感が
低減される。
　図３に示すように、高坪量高厚み部４１の幅ａは、好ましくは１０ｍｍ以上であり、更
に好ましくは１５ｍｍ以上であり、そして、好ましくは４０ｍｍ以下であり、更に好まし
くは３０ｍｍ以下である。吸収性コア２２の突出部となる高坪量高厚み部４１の幅をこの
ような範囲とすることで、装着者の排泄部へのフィット性を高めることができる。
　擦れの発生を抑制しつつ、吸収された液を前後方向Ｘに拡散する観点から、高坪量低厚
み部４２の幅ｂは、好ましくは２ｍｍ以上であり、更に好ましくは３ｍｍ以上であり、そ
して、好ましくは１０ｍｍ以下であり、更に好ましくは７．５ｍｍ以下である。
　また、側方部４４の幅ｆは、高坪量低厚み部４２の幅ｂよりも広いと、鼠蹊部でのナプ
キン１０による擦れが一層抑制されるので、好ましい。側方部４４の幅ｆは、好ましくは
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１０ｍｍ以上であり、更に好ましくは１２ｍｍ以上である。そして、好ましくは３０ｍｍ
以下であり、更に好ましくは２５ｍｍ以下である。低坪量部２５の幅ｃは、好ましくは５
ｍｍ以上であり、更に好ましくは７．５ｍｍ以上である。そして、低坪量部２５の幅ｃは
、好ましくは３０ｍｍ以下であり、更に好ましくは２０ｍｍ以下である。
　側方部４４の幅ｆは、高坪量低厚み部４２の幅ｂの、好ましくは２倍以上であり、更に
好ましくは２．５倍以上であり、そして、好ましくは５倍以下であり、更に好ましくは４
倍以下である。
　また、高坪量低厚み部４２の幅方向Ｙにおける寸法ｂは、括れ被覆部３４の幅方向Ｙに
おける寸法ｄよりも小さいことが好ましい。括れ被覆部３４の幅ｄは、好ましくは５ｍｍ
以上であり、更に好ましくは１０ｍｍ以上であり、そして、好ましくは３０ｍｍ以下であ
り、更に好ましくは２０ｍｍ以下である。
【００５４】
　高坪量部４の坪量は、液吸収容量を十分に確保する観点から、好ましくは２５０ｇ／ｍ
２以上であり、更に好ましくは３００ｇ／ｍ２以上であり、そして、好ましくは７００ｇ
／ｍ２以下であり、更に好ましくは６５０ｇ／ｍ２以下である。
　低坪量部２５の坪量は、液吸収性を適当なものとしつつ剛性を低くする観点から、好ま
しくは９０ｇ／ｍ２以上であり、更に好ましくは１００ｇ／ｍ２以上であり、そして、好
ましくは３５０ｇ／ｍ２以下であり、更に好ましくは３００ｇ／ｍ２以下である。
【００５５】
　高坪量高厚み部４１の厚みは、好ましくは２ｍｍ以上であり、更に好ましくは２．５ｍ
ｍ以上であり、そして、好ましくは９ｍｍ以下であり、更に好ましくは８ｍｍ以下である
。
　高坪量低厚み部４２及び低坪量部２５の厚みは、ごわつき感低減の観点から、好ましく
は１．５ｍｍ以上であり、更に好ましくは２ｍｍ以上であり、そして、好ましくは６ｍｍ
以下であり、更に好ましくは５．５ｍｍ以下である。
　高坪量高厚み部４１の厚みと高坪量低厚み部４２との厚みの差は、高坪量高厚み部４１
の排泄部へのフィット性の観点から、好ましくは０．５ｍｍ以上、更に好ましくは１ｍｍ
以上であり、そして、好ましくは５ｍｍ以下、更に好ましくは４ｍｍ以下である。
【００５６】
　高坪量高厚み部４１の密度は、好ましくは０．０７３ｇ／ｃｍ３以上であり、更に好ま
しくは０．０９１ｇ／ｃｍ３以上であり、そして、好ましくは０．１８２ｇ／ｃｍ３以下
であり、更に好ましくは０．１６４ｇ／ｃｍ３以下である。
　高坪量低厚み部４２の密度は、好ましくは０．１１４ｇ／ｃｍ３以上であり、更に好ま
しくは０．１４３ｇ／ｃｍ３以上であり、そして、好ましくは０．２８６ｇ／ｃｍ３以下
であり、更に好ましくは０．２５７ｇ／ｃｍ３以下である。
　高坪量低厚み部４２の密度は、高坪量高厚み部４１の、好ましくは１．６倍以上であり
、更に好ましくは１．４倍以上であり、そして、好ましくは２．４倍以下であり、更に好
ましくは２．２倍以下である。
【００５７】
　周縁溝部２９、縦溝部２７及び横溝部２８の幅は、好ましくは０．５ｍｍ以上、更に好
ましくは１ｍｍ以上であり、そして、好ましくは１０ｍｍ以下であり、更に好ましくは５
ｍｍ以下である。
　中間コア部２２と後方コア部２３（前方コア部２１）との境界に配列される、言い換え
ると、高坪量部４と後方コア部２３（前方コア部２１）との間に幅方向Ｙに延びて配列さ
れる、境界溝部６１（６０）の幅は、好ましくは１．５ｍｍ以上、更に好ましくは２ｍｍ
以上であり、そして、好ましくは３．５ｍｍ以下、更に好ましくは３ｍｍ以下である。
　周縁溝部２９、縦溝部２７及び横溝部２８の坪量は、ブロック部の坪量よりも低く、好
ましくは５０ｇ／ｍ２以上であり、そして、好ましくは２５０ｇ／ｍ２以下である。
【００５８】
　上述の各構成における数値は以下の測定方法により測定することができる。
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　（吸収性コアの各部の幅の測定方法）
　吸収性コア部の幅、高坪量高厚み部、高坪量低厚み部、低坪量部、側方外部の幅は、吸
収性コアを水平に置き、マイクロスコープ（ＫＥＹＥＮＣＥ社製ＶＨＸ－１０００）によ
り測定倍率を調整して肌対向面２０ａを拡大することで、幅を測定する。
【００５９】
　（吸収性コアの各部の坪量の測定方法）
　測定対象である吸収性コア２０の各部をフェザー社製片刃剃刀を用いて切断し、あらか
じめ定めた面積となるように小片を得る。それらの小片の重量を電子天秤（Ａ＆Ｄ社製電
子天秤ＧＲ－３００、精度：小数点以下４桁）を用いて測定する。求めた重量を各部の小
片の面積で除して小片の坪量を算出する。各部のそれぞれについて、小片５個の坪量の平
均を坪量とする。
【００６０】
　（高坪量高厚み部及び高坪量低厚み部における密度の測定方法）
　上述した坪量の測定方法と同様に求めた坪量を測定対象の小片の厚みで除して密度を算
出する。
　測定対象の小片の厚みは、上述した坪量を測定するために切り出した小片の厚みを測定
することで行う。吸収性コアより切り出した小片の測定表面に、直径２５mm、厚み３ｍｍ
、質量２．４５ｇの円形のアルミニウムプレートを、水平に、かつ、静かに置き、ＫＥＹ
ＥＮＣＥ社製非接触式レーザー変位計（レーザーヘッドＬＫ－Ｇ３０、変位計ＬＫ－ＧＤ
５００）を用い、サンプルの厚みを測定する。切り出した小片の大きさが小さく、非接触
式レーザー変位計により測定し難い場合には、上記切断されたサンプルの断面を、例えば
、マイクロスコープ（ＫＥＹＥＮＣＥ社製ＶＨＸ－１０００）を用いて２０～１００倍の
倍率で観察し、測定してもよい。
【００６１】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上述の実施形態にのみ限定され
るものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々変更を加え得ることは勿
論である。
【００６２】
　例えば、上述した実施形態では、高坪量部４が厚み方向Ｚの上側に突出していたが、こ
れに代えて、図６に示す吸収体２４のように、厚み方向Ｚの下側に突出する形態であって
もよい。また、上述した実施形態では、吸収性コア２０に設けられた縦溝部２７、横溝部
２８、周縁溝部２９及び境界溝部６０，６１等の各種溝部が厚み方向Ｚ上側に開口を有し
ていたが、これに代えて、図６に示す吸収体２４のように、厚み方向Ｚ下側に開口を有す
る物であっても良い。
【００６３】
　また、上述の実施形態では、吸収性物品として生理用ナプキンの例を示したが、これに
限定されない。本発明の吸収性物品は、例えば、失禁パットやおりものシート等であって
もよい。
【００６４】
　以下、本発明を、実施例を用いて更に説明するが、本発明は、かかる実施例によって何
ら制限されるものではない。
【００６５】
（１）
　前後方向の両端部側に位置する前方コア部及び後方コア部と、前記前方コア部及び前記
後方コア部の間に位置する中間コア部とを有する吸収性コアを具備する吸収性物品であっ
て、前記中間コア部は、前記前方コア部及び前記後方コア部よりも、前後方向に直交する
幅方向の長さが短く、前記中間コア部は、幅方向中央域に位置し、前記前方コア部及び前
記後方コア部よりも坪量が高い高坪量部と、幅方向両側方域に位置し、前記高坪量部より
低い坪量を有する低坪量部と、を有し、前記高坪量部は、幅方向中央部に位置する高坪量
高厚み部と、前記高坪量高厚み部の幅方向両側に位置する前記高坪量高厚み部よりも厚み
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が薄い高坪量低厚み部と、を有する、パッド型吸収性物品。
（２）
　前記低坪量部の幅方向における寸法は、前記高坪量低厚み部の幅方向における寸法より
も大きい、前記（１）に記載のパッド型吸収性物品。
（３）
　前記高坪量低厚み部は、前記中間コアの前後方向全長に亘って配置される、前記（１）
又は（２）に記載のパッド型吸収性物品。
（４）
　前記中間コア部は、前記高坪量低厚み部と前記低坪量部との間に前後方向に亘って前記
低坪量部よりも坪量の低い第１の溝部を有する、前記（１）から（３）のいずれか1つに
記載のパッド型吸収性物品。
（５）
　前記吸収性コアは、前記中間コア部と前記後方コア部との境界に、前記低坪量部よりも
坪量が低い第２の溝部を有する、前記（１）から（４）のいずれか１つに記載のパッド型
吸収性物品。
（６）
　前記吸収性コアは、前記前方コア部と前記中間コア部との境界に、前記低坪量部よりも
坪量が低い第２の溝部を有する、前記（１）から（５）のいずれか１つに記載のパッド型
吸収性物品。
（７）
　前記中間コア部は、前記高坪量低厚み部と前記低坪量部との間に前後方向に亘って前記
低坪量部よりも坪量の低い第１の溝部を有し、
　前記第２の溝部は前記第１の溝部と連通している、前記（５）又は（６）に記載のパッ
ド型吸収性物品。
（８）
　前記前方コア部は後端にテーパ部を有し、前記後方コア部は前端にテーパ部を有する、
前記（１）から（７）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（９）
　前記前方コア部、前記中間コア部及び前記後方コア部は、前後方向に延在する縦溝部と
幅方向に延在する横溝部を有する、前記（１）から（８）のいずれか１つに記載のパッド
型吸収性物品。
（１０）
　前記高坪量低厚み部の坪量と、前記高坪量高厚み部の坪量とは、坪量の高い方と坪量の
低い方の差を坪量の高い方で除した値が２０％以内であることが好ましく、１０％以内で
あることがより好ましい、前記（１）から（９）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性
物品。
（１１）
　前記前方コア部は後端にテーパ部を有し、前記後方コア部は前端にテーパ部を有し、前
記テーパ部は、それぞれ、その幅を前記中間コア部に向けて減少させる、前記（１）から
（１０）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（１２）
　前記中間コア部は、前記吸収性コアの前後方向中間部に位置する一対の括れ領域の間に
形成され、
　前記吸収性コアは、コアラップシートで覆われており、前記中間コア部の側縁部より幅
方向外方では、前記前方コア部及び前記後方コア部の間に前記コアラップシートが架け渡
されることで、前記中間コア部の外縁部から前記括れ領域に延出する括れ被覆部を有する
、前記（１）から（１１）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（１３）
　前記括れ被覆部の内部には前記吸収性コアを構成する吸収部材は存在しない、前記（１
１）に記載のパッド型吸収性物品。
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（１４）
　前記高坪量低厚み部の幅方向における寸法は、前記括れ被覆部の幅方向における寸法よ
りも小さい、前記（１１）又は（１２）に記載のパッド型吸収性物品。
（１５）
　前記中間コア部の低坪量部には当該低坪量部を幅方向に分割する縦溝部が存在せず、前
記前方コア部及び前記後方コア部は、それぞれ、前記低坪量部の前方及び後方に縦溝部を
有する、前記（１）から（１４）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（１６）
　前記高坪量部の幅は、前方部及び後方部で漸次減少する形状である、前記（１）から（
１５）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（１７）
　前記高坪量部の前端部及び後端部では前記高坪量低厚み部が存在せず、前記中間コア部
における前後方向領域では、前記低坪量部の幅は、該低坪量部の前後方向の中間部側から
両端部に向かって、漸次増加する、前記（１）から（１６）のいずれか１つに記載のパッ
ド型吸収性物品。
（１８）
　前記高坪量高厚み部の密度は、０．０７３ｇ／ｃｍ３以上であり、更に好ましくは０．
０９１ｇ／ｃｍ３以上であり、そして、好ましくは０．１８２ｇ／ｃｍ３以下であり、更
に好ましくは０．１６４ｇ／ｃｍ３である、前記（１）から（１７）のいずれか１つに記
載のパッド型吸収性物品。
（１９）
　前記高坪量低厚み部４２の密度は、好ましくは０．１１４ｇ／ｃｍ３以上であり、更に
好ましくは０．１４３ｇ／ｃｍ３以上であり、そして、好ましくは０．２８６ｇ／ｃｍ３

以下であり、更に好ましくは０．２５７ｇ／ｃｍ３である、前記（１）から（１８）のい
ずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（２０）
　前記パッド型吸収性物品は生理用ナプキンである、前記（１）から（１９）のいずれか
１つに記載のパッド型吸収性物品。
（２１）
　前記前方コア部及び前記後方コア部の幅は、好ましくは６０ｍｍ以上であり、更に好ま
しくは７０ｍｍ以上であり、そして、好ましくは１００ｍｍ以下であり、更に好ましくは
９０ｍｍ以下である、前記（１）から（２０）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物
品。
（２２）
　前記前方コア部及び前記後方コア部の厚みは、好ましくは２ｍｍ以上であり、更に好ま
しくは２．５ｍｍ以上であり、そして、好ましくは７ｍｍ以下であり、更に好ましくは６
ｍｍ以下である、前記（１）から（２１）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（２３）
　前記前方コア部及び前記後方コア部の坪量は、好ましくは９０ｇ／ｍ２以上であり、更
に好ましくは１００ｇ／ｍ２以上であり、そして、好ましくは３００ｇ／ｍ２以下であり
、更に好ましくは２５０ｇ／ｍ２以下である、前記（１）から（２２）のいずれか１つに
記載のパッド型吸収性物品。
（２４）
　前記中間コア部の幅は、好ましくは３５ｍｍ以上であり、更に好ましくは４０ｍｍ以上
であり、そして、好ましくは７５ｍｍ以下であり、更に好ましくは７０ｍｍ以下である、
前記（１）から（２３）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（２５）
　前記中間コア部の前後方向の長さは、好ましくは６０ｍｍ以上であり、更に好ましくは
８０ｍｍ以上であり、そして、好ましくは１８０ｍｍ以下、更に好ましくは１７０ｍｍ以
下である、前記（１）から（２４）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
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（２６）
　前記高坪量低厚み部の幅は、好ましくは２ｍｍ以上であり、更に好ましくは３ｍｍ以上
であり、そして、好ましくは１０ｍｍ以下であり、更に好ましくは７．５ｍｍ以下である
、前記（１）から（２５）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
（２７）
　前記中間コア部は、前記高坪量部の幅方向両側に位置する、前記低坪量部を含む一対の
側方部を有し、
　前記側方部の幅は、前記高坪量低厚み部の幅の、好ましくは２倍以上であり、更に好ま
しくは２．５倍以上であり、そして、好ましくは５倍以下であり、更に好ましくは４倍以
下である、前記（１）から（２６）のいずれか１つに記載のパッド型吸収性物品。
【００６６】
　[実施例１]
　図１～図４に示すナプキン１０と同様の基本構成を有する生理用ナプキンを作製した。
表面シート１２として坪量７４ｇ／ｍ２のエアースルー不織布を用い、裏面シートとして
坪量２５ｇ／ｍ２の非透湿ポリエチレン製フィルムシートを用い、サイドシートとして坪
量２０ｇ／ｍ２の撥水性スパンボンド不織布を用いた。
　吸収性コアは、中間コア部２２が幅６５ｍｍで前後方向Ｘの寸法が９０ｍｍ、前方コア
部２１が幅７２ｍｍで前後方向Ｘの寸法が２３ｍｍ、後方コア部２３が幅７２ｍｍで前後
方向Ｘの寸法が８２ｍｍである、図４に示す括れ形状の形態のものを用いた。
　吸収性コアには、図４に示す形態と同様に、複数の横溝部、縦溝部、周縁溝部、境界溝
部を設けた。これら溝部の坪量は７５ｇ／ｍ２、溝部を形成する底部の厚みは２ｍｍであ
った。
　高坪量高厚み部４１の幅ａは２０ｍｍ、高坪量低厚み部４２の幅ｂは５ｍｍであった。
低坪量部２５の幅ｃは１６ｍｍであった。中間コア部２２に設けられる周縁溝部２９及び
縦溝部２７ｃの溝幅は１．５ｍｍであった。
　前方コア部２１及び後方コア部２３において、縦溝部２７を５つ設け、そのうち中央部
に位置する３つの縦溝部２７の幅は４ｍｍ、これら３つの縦溝部２７の両側に１つずつ位
置する２つの縦溝部の幅は１．５ｍｍであった。前方コア部２１及び後方コア部２３に設
けられる各ブロック部の幅方向の寸法は等幅であった。
　吸収性コア２０において、横溝部２８の溝幅（前後方向Ｘにおける寸法）は２ｍｍであ
った。境界溝部６０及び６１の溝幅は２．５ｍｍであった。
　前方コア部２１及び後方コア部２３の坪量は２００ｇ／ｍ２、厚みは３．５ｍｍであっ
た。中間コア部２２において、低坪量部２５の坪量は２００ｇ／ｍ２、厚みは３．５ｍｍ
、高坪量部４の坪量は４４０ｇ／ｍ２であった。高坪量部４を局所的に圧縮することによ
り、高坪量高厚み部４１と高坪量低厚み部４２を設けた。高坪量高厚み部４１の厚みは５
．５ｍｍ、高坪量低厚み部４２の厚みは３．５ｍｍであった。高坪量高厚み部４１の密度
は０．０８０ｇ／ｍ３、高坪量低厚み部４２の密度は０．１２６ｇ／ｍ３であった。
　以上の形態の吸収性コアをコアラップシートで被覆して吸収体を形成し、当該吸収体を
表面シートと裏面シートとの間に挟み、更に、サイドシートを設けて、実施例１のナプキ
ンとした。吸収体と表面シートとの間、吸収体と裏面シートとの間、サイドシートと表面
シートとの間、表面シートと裏面シートとの間は接着剤を介して接合した。
【００６７】
　[実施例２]
　実施例１と比較して、中間コア部２２の高坪量部４の坪量、高坪量高厚み部４１の厚み
及び密度、高坪量低厚み部４２の厚み及び密度、並びに前方及び後方コア部の幅が異なり
、それ以外は実施例１と同様の構成の括れのあるナプキンを作製した。
　実施例２におけるナプキンでは、高坪量部４の坪量は５５０ｇ／ｍ２であった。高坪量
高厚み部４１の厚みは７．０ｍｍ、密度は０．０７９ｇ／ｍ３、高坪量低厚み部４２の厚
みは３．５ｍｍ、密度は０．１５７ｇ／ｍ３であった。
　吸収性コアは、中間コア部２２の幅が６５ｍｍで前後方向Ｘの寸法が１３０ｍｍ、前方
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コア部２１の幅が８０ｍｍで前後方向Ｘの寸法が３６ｍｍ、後方コア部２３の幅が８０ｍ
ｍで前後方向Ｘの寸法が１３７ｍｍである、図４に示す括れ形状の形態のものを用いた。
【００６８】
　[比較例] 
　図７は、上述の特許文献２に記載される吸収性コアに対応するものである。図７の吸収
性コアと特許文献２に記載される吸収性コアとは、基本構成が、ブロック部数は異なるが
、括れがなく幅が前後方向Ｘで均一である点及び一部が圧縮されてなる高坪量部が中間コ
ア部に位置する点で共通する。
　図７に示す形態の吸収性コア７０の高坪量部４の形状を、上述の実施例における高坪量
部４の前端部及び後端部の形状が略半円形状であるオーバル形状とした吸収性コアを用い
て、生理用ナプキンを製造する以外は、実施例１のナプキンと同様にして、比較例のナプ
キンを作製した。図７に示す形態の吸収性コア７０は、実施例１及び２の括れを有する吸
収性コアとは異なり、前後方向Ｘに等幅となっており、その幅は７２ｍｍであった。図７
において、上述の吸収性コアと同様の構成については同様の符号を付している。
　吸収性コア７０には、複数の横溝部２８、縦溝部２７、周縁溝部２９、境界溝部６０，
６１を設けた。これら溝部の坪量、厚みは実施例１及び２と同様である。吸収性コア７０
においては、縦溝部２７及び周縁溝部２９の溝幅はいずれも１．５ｍｍである。境界溝部
６０，６１の溝幅は、横溝部２８と同じ２ｍｍであった。
　中間コア部２２に形成される３つの縦溝部２７は、前方コア部２１及び後方コア部２３
それぞれに位置する５つの縦溝部２７と同一直線上に位置する。
　中間コア部２１及び後方コア部２３に設けられる各ブロック部７１の幅方向の寸法は等
幅であった。
　高坪量部４及び低坪量部２５の坪量、厚み、高坪量高厚み部４１及び高坪量低厚み部４
２の厚み、密度、幅は実施例１と同様であった。
【００６９】
　[評価]
　以下の方法により、実施例１及び２のナプキン及び比較例のナプキンについて、吸収性
、擦れに関して、下記評価基準により評価し、評価結果を表１で示す。
　（吸収性の評価方法）
　評価対象の生理用ナプキンを生理用ショーツに固定し、人体の下半身を模した動的モデ
ルに装着した。人体の動的モデルとしては、両脚を歩行運動させることが可能な可動式女
性腰部モデルを用いた。動的モデルの歩行動作を開始させ、歩行動作開始より１分後に、
液排泄点より２ｇの疑似血液を注入した（１回目）。更に１回目の液注入終了より３分後
に３ｇの疑似血液を注入した（２回目）。更に２回目の液注入終了より３分後に２ｇの疑
似血液を注入した（３回目）。３回目以降は、液注入後から３分後に２ｇの疑似血液を注
入する操作を繰り返し、生理用ナプキンのウイング部から疑似血液が染み出した時点で液
注入操作を終了し、その時点までに注入した疑似血液の総重量を動的最大吸収量とした。
　擬似血液は、Ｂ型粘度計（東機産業株式会社製　型番ＴＶＢ－１０Ｍ、測定条件：ロー
ターＮｏ．１９、３０ｒｐｍ、２５℃、６０秒間）を用いて測定した粘度が８ｍＰａ・ｓ
になるように、脱繊維馬血（株式会社日本バイオテスト研究所製）の血球・血漿比率を調
製したものを用いた。
【００７０】
　（擦れの評価方法）
　評価対象の生理用ナプキンを生理用ショーツに固定し、人体の動的モデルに装着した。
人体の動的モデルとしては、両脚を歩行運動させることが可能な可動式女性腰部モデルを
用いた。動的モデルの鼠蹊部に３軸触覚センサー（タッチエンス株式会社、ショッカクチ
ップＴＳタイプ）を設置し、歩行動作を開始させてから１分間、鼠蹊部におけるナプキン
との擦れを測定した。１分後に歩行動作を終了し、歩行中の最大せん断力を擦れ量とした
。当該最大せん断力が小さいほど、鼠蹊部におけるナプキンとの擦れが小さいことを示す
。
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【００７１】
【表１】

【００７２】
　表1の通り、括れを設け中間コア部の幅を狭くしても良好な吸収特性を得ることができ
、括れを設けることにより擦れが低減することがわかる。
【符号の説明】
【００７３】
　１…パッド型吸収性物品
　４…高坪量部
　１０…ナプキン
　１１、２４…吸収体
　２０…吸収性コア
　２１…前方コア部
　２２…中間コア部
　２３…後方コア部
　２５…低坪量部
　４１…高坪量高厚み部
　４２…高坪量低厚み部
　６５…中央域
　６６…側方域
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